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環境試料(松葉)の採取地点の範囲拡大について(案) 

 

 

現行の松葉採取地点のうち発電所南側について、近年、松食い虫の影響で松の数が減って

いること、並びに気象観測所周辺の松の樹高が高くなり、風向及び風速の測定に影響を与え

たため松を伐採したことで、核種分析に必要な採取量を確保することが困難になっている。 

そのため、発電所南側の松葉採取地点の範囲を拡大することで安定的な調査の継続を図る

こととし、現行の松葉採取地点と拡大する松葉採取地点の松葉中放射能濃度の並行測定を以

下のとおり行った。 

また、樹木には土壌中の放射性セシウムを経根吸収するという性質があるため、松葉を採

取したエリアにおける土壌の Cs-137濃度の比較測定を行った。 

 

１ 並行測定期間 

令和６年度第４四半期～令和７年度第３四半期 

 

２ 松葉採取地点及び測定結果 

現行及び拡大する松葉採取地点と土壌の Cs-137 濃度及び K-40 濃度を図１に示す。また、

松葉の Cs-137濃度の並行測定結果を表１に、推移を図２に示す。 

並行測定の結果、採取した試料からは、人工放射性核種として Cs-137のみが検出された。 

また、令和７年度第２四半期及び第３四半期の窪地を除く採取拡大地点の松葉の Cs-137

濃度は 0.068～0.093 Bq/kg生であり、現行の松葉採取地点より高めに推移しているが、現

行の松葉採取地点における発電所南側の直近５ヵ年の測定値の範囲内であった。 

一方、令和６年度第４四半期及び令和７年度第１四半期の窪地を含む採取拡大地点の松葉

の Cs-137濃度は 0.18～0.19 Bq/kg生であり、発電所南側の直近５カ年の測定値の範囲を超

えた。 

この原因として、松葉採取地点の一部が雨水などの溜まりやすい窪地になっており、土壌

の Cs-137濃度が他のエリアより高い 30～37 Bq/kg乾であったことから、松葉の Cs-137濃

度も高くなったと推定する。 

以上より、現行の松葉採取地点に加え、今回検討した拡大範囲を含めた地点を松葉採取地

点とする。なお、周辺環境放射線監視調査における放射性物質の蓄積状況の把握という観点

から、窪地についても松葉採取地点に含めることととする。 

 

資料 No.4-1(参考 2) 



- 2 - 

 

  

図１ 松葉採取地点の拡大範囲及び土壌の Cs-137濃度、K-40濃度 

(注) 放射能濃度の有効数字は２桁である。 

 

表１ 松葉の Cs-137濃度並行測定結果 

ａ．令和６年度 第４四半期                                         (単位：Bq/kg生) 

測定地点 採取年月日 測定値 直近５ヵ年の測定値の範囲※１ 

現行採取地点 

(MP-8,MP-9,気象観測所) 
令和７年３月４日 0.043±0.009 

0.029～0.12 
採取拡大地点 

(MP-6(窪地含む),MP-7) 
令和７年３月４日 0.19±0.01 

 

ｂ．令和７年度 第１四半期                                         (単位：Bq/kg生) 

測定地点 採取年月日 測定値 直近５ヵ年の測定値の範囲※１ 

現行採取地点 

(MP-8,MP-9,気象観測所) 
令和７年５月 15日 0.039±0.010 

0.029～0.12 
採取拡大地点 

(MP-6(窪地含む),MP-7) 
令和７年５月 15日 0.18±0.01 

 

ｃ．令和７年度 第２四半期                                         (単位：Bq/kg生) 

測定地点 採取年月日 測定値 直近５ヵ年の測定値の範囲※１ 

現行採取地点 

(MP-8,MP-9,気象観測所) 
令和７年８月 14日 0.051±0.008 

0.029～0.12 
採取拡大地点 

(MP-6(窪地除く),MP-7) 
令和７年８月 14日 0.068±0.009 

 

ｄ．令和７年度 第３四半期                                         (単位：Bq/kg生) 

測定地点 採取年月日 測定値 直近５ヵ年の測定値の範囲※１ 

現行採取地点 

(MP-8,MP-9,気象観測所) 
令和７年 11月７日 0.032±0.008 

0.029～0.12 
採取拡大地点 

(MP-6(窪地除く),MP-7) 
令和７年 11月７日 0.093±0.008 

※１ 直近５ヵ年の測定値の範囲は令和２年度～令和６年度の発電所南側の現行採取地点の値である 

ＭＰ－９ 

ＭＰ－８ 

ＭＰ－７ 

ＭＰ－６ 

 

：現行採取地点 

：採取拡大地点 

：窪地エリア 

MP-6 付近（窪地） 

Cs-137：30～37 Bq/kg 乾 

K-40 ：400～420 Bq/kg 乾 

MP-6 付近 

Cs-137：1.6～2.9 Bq/kg 乾 

K-40 ：390～460 Bq/kg 乾 

MP-6 付近 

Cs-137：6.3～9.6 Bq/kg 乾 

K-40 ：390～400 Bq/kg 乾 

 

MP-7 付近 

Cs-137：6.6～7.1 Bq/kg 乾 

K-40 ：350～400 Bq/kg 乾 

 

MP-7 付近 

Cs-137：2.7～2.9 Bq/kg 乾 

K-40 ：370～400 Bq/kg 乾 

 

MP-8 付近 

Cs-137：5.8～28 Bq/kg 乾 

K-40 ：380～430 Bq/kg 乾 

 

MP-9 付近 

Cs-137：1.2～4.6 Bq/kg 乾 

K-40 ：380～410 Bq/kg 乾 

気象観測所付近 

Cs-137：10～20 Bq/kg 乾 

K-40 ：390～430 Bq/kg 乾 

 

気象観測所 
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図２ 発電所南側の松葉の Cs-137濃度の推移 
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